
2024年１月15日(第955号) 自動車会議所ニュース

─ 　 ─8

一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員73、推薦会員１）

で開催された「オートテスト」を取材したが、若
いカップル、主婦、初老の男性など、バラエティ
に富んだ参加者に驚かされた。
　オートテストは、パイロンで指定されたコース
を走る競技で、ジムカーナに似ているが、スラロ
ームやターンに加えて車庫入れも含まれており、
車両の加速性能よりもドライバーのシフト操作や
車幅感覚がタイムに直結する。今回のコースには
縦列駐車も課題に含まれていたため、小さい車両
ほど有利ではあるが、明らかに上位入賞が難しい
ミニバンやSUVも見かけた。集まった車両と参
加者を見るだけで、他のモータースポーツ取材に
はない敷居の低さが感じられる。出走待ちの駐車
場は、クルマ自慢の場にもなっており、旧車ユー
ザーの「壊れたら部品がもうない」という愚痴も
どこか自慢げに感じられた。
　地元食材が優勝賞品という草の根レースに、自
動車が “文化” と言われ続ける理由を垣間見た思
いがした。

日本自動車会議所会員（2024年１月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　令和に入ってからモータ
ースポーツの人気が再び高
まりつつある。最高峰と言
われる「フォーミュラ１（F
１）」日本グランプリの来

場者数は、2017年を境に増加に転じ、昨年は22万
2,000人を記録している。これは鈴鹿サーキット
での日本グランプリ再開以来最多の来場者数だ。
取材に訪れた記者仲間の話では、若い来場者が急
激に増えているという。1980年代から1990年代前
半の爆発的なF１人気を経験した「セナ／プロス
ト世代」ではなく、新たなファンが続々と流入し
ているようだ。“若者のクルマ離れ” と言われな
がらも、クルマ文化の一翼を担うモータースポー
ツファンには待望の世代交代が起きていることを
実感する。
　そして今年３月には東京・お台場で「フォーミ
ュラE」が初開催される。都市部の一般道を利用
して開催されるため、比較的関心の薄い層にも手
軽にレースの臨場感を味わってもらえるメリット
は大きく、幅広くクルマへの興味を喚起する良い
機会になることを期待したい。
　また、マイカーで気軽に参加できるイギリス発
祥のモータースポーツ競技「オートテスト」も近
年の人気イベントだ。昨年12月に６年ぶりに東京

オートテスト
交通毎日新聞社取締役編集局長　鈴木　智
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